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公益信託  農林中金森林再生基金（農中 森力
もりぢから

基金）  

2026 年度 助成金交付申請書 記載要領 

 
・ 当基金の助成先決定のための一次審査は、本申請書を中心に行います。 

・ 助成金交付申請書は、フォント（ＭＳ明朝、原則 10.5ｐ）･文字数･表（行の高さ、

列幅）など指定の書式を変更せずに記入してください。 

・ 申請書は、正・副 2部(2部とも押印、片面印刷、ホチキス留めなし)を郵送してくだ

さい。 

・ 「項目 9～12」の様式は、１）通常の申請の場合、２）ソフト事業のみを申請する場

合とで異なります。「項目 1～8」「項目 13、14」は共通様式です。 

 

＜記載項目＞ 

２．事業運営体制および活動実績･経営理念(方針) 

  ・ 直近の事業報告書・財務資料等関係資料を別途添付してください。 

  ・ 申請された事業を遂行するに際し、十分な事業運営が可能かの参考とします。 

  ・ 直近の事業実績について、数量・金額、実績単価を記入してください。 

【記載例】 
○事業運営態勢および活動実績（◯◯○○年度） 

 意欲と能力のある林業経営者登録の有無   有   無    申請中 (いずれかに○) 

合併計画の有無     有   無 (いずれかに○) 

合併計画の概要（有の場合）  （合併協議会の設置、協議開始等） 

直近の合併履歴（年次、参加組合名等（※1990年度以降））  
                                     

職員数  ○○名    現場技術者数 ○○名 

現場技術者班構成   林産班 △班○名、造林班 △班○名 

プランナー人数  現状           ○名（うち認定プランナー ○名） 

         計画(目標〇〇〇〇年度)  ○名（うち認定プランナー ○名） 

保有機械 現状         ○○○ △台、○○○ △台、○○○ △台 

      計画(目標〇〇〇〇年度) ○○○ △台、○○○ △台、○○○ △台 

主たる作業システム 伐倒：   集材：   造材：   （運材）：      

森林整備事業    ○○ha   ○○千円    〈コスト〉 

林産事業  ○○㎥    ○○千円     

作業道開設延長 ○○m    ○○千円     

集約化施業実行面積(単年度分)  ○○地区 ○○ha 

※森林組合以外の申請者は、適宜に運営体制、活動実績を記載ください。 
 

○経営理念（方針） 

事業体（非営利の法人）を経営（運営）していくうえでの基本的な理念（組織の存在意義、

使命等）と、その理念を達成していくうえで具体的にどのような方針で臨もうとしているのか

(※)などについて簡潔に記載してください。 
 

※ 森林整備（施業集約化等による低コスト作業等）、事業態勢整備（機械化、人材育成

等）、地域貢献（地域（林業）活性化、地域環境の保全等への寄与）等にどのような方針

で臨む考えか など 

作業道開設 ＠    ○○円/ｍ 

搬出間伐 ＠    ○○円/㎥ 
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３．事業名 

  ・ 事業目的・内容をふまえた簡潔な事業名を記入してください。 

 

４．申請金額 

  ・ 申請金額を記入してください。 

 

５．事業目的（コンセプト） 

  ・ 本事業を行う背景（事業対象地の地況、林況、森林整備の現状）、課題とそれら

を踏まえた事業目的（意図、思いなど）を具体的かつ簡潔に記入してください。 

    

６．事業内容（概要） 

・ 本事業を行う地域、事業対象地における森林整備・利用の状況、課題と、それを

踏まえて、今回申請している事業の具体的内容を記入してください。 

・ 具体的内容としては、民有林の一定の区域（事業対象地）において、複数の森林

所有者との長期契約を締結した上で、公益性を発揮し、費用対効果に十分配慮し

た創造的な事業であることをアピールするために、以下のポイント等について記

入してください。 

   ①地域、事業対象地の現状、課題 

   ②地域の特性を踏まえた公益性が高く、創造的な事業である根拠 

   ③長期安定的な契約についての取組状況（当該地についての考え方を含む。） 

   ④公益性発揮のための事業の具体的な内容（ハード事業は必須です。） 

   ⑤事業を実施するにあたり、経費の算出で特に留意した点(機械化と路網の組

合せによる新たな生産システムへの取組による低コスト化など) 

 

７．森づくりの長期ビジョンと本事業の位置付け 

・ 貴法人が定めている地域の森林管理の中長期的なビジョン、森林管理方針などの

森づくりのビジョン（特に決定した森づくりのビジョンが無い場合は、地域の森

林整備を森林所有者に働きかけを行うに当たっての基本的な考え方等）と、今回

応募した本事業が森づくりのビジョンなどとの関係においてどのような位置付け

になるかについて記入してください。NPO 法人等の場合は、「地域」については、

「活動区域等」と読み変えてください。 

・ 本事業の位置付けとは、地域全体の森林管理の中で事業対象地の現状がどのよう

な位置づけ（地域全体の中で、事業対象地は森林管理の状況が比較的低位にある、

路網の整備が著しく遅れているなど）にあり、森づくりのビジョンなどに基づい

て、どのような整備を行おうとしているのかを記入してください。 

・ 本事業を行うに当たって、参考とした先進事例、施業方法、専門家からの指導等

があれば記入してください。 

・ 従来から連携してきた行政、地元住民、森林ボランティア団体、森林・林業関連

団体、民間企業等との連携を発展させるもの、あるいは、今後連携を図っていく

予定があるものについては、そのようなことも記入してください。 
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【記載例】 
(1) 森づくりの長期ビジョン 

  近年、森林に対する国民の要請は多様化、高度化している。一方、これまで営々として育てられ

てきた人工林は成熟化し利用期に入ったものの、間伐等の森林整備の遅れなどその管理や林業生

産活動が停滞している。 

 当組合としては、持続可能な林業経営、国民の多様な要請に応える森林整備を推進するため、特

に期待する機能の区分（機能区分）ごとに目標とする森林の姿（目標林型）等を明らかにした森づく

りの長期ビジョンを策定し、森林整備の指針としている。 

ア 機能区分 

    地域における森林の位置づけや地況、林況等を基に、特に期待する機能により、①木材等生

産機能を重視する「生産林」、②公益的機能を重視する「環境林」に区分する。 

イ 目標林型 

 (ア)生産林 

・人工林のうち、長伐期大径材生産を目的とした林分は、80 年生で平均胸高直径 36cm、ha 当た

り本数 500 本程度の林分を目指す。また、その他の林分（間伐しても肥大成長が期待できない

林分等）は、通常の伐期（50～60 年生）とし、平均胸高直径 30cm、ha 当たり本数 800 本程度の

林分を目指す(スギ人工林)。 

・天然林のうち、生産林として適当な林分は皆伐を行い、育林コストのかからない萌芽更新を主体

に天然生林として管理する。 

 (イ)環境林 

・人工林のうち、急傾斜地、尾根筋、渓流沿い等で生産林に区分することが適当でない林分は、

天然力を活用した天然生林へ移行する。 

・天然林のうち、環境林に区分する林分は、それぞれ期待する公益的機能の高度発揮を目指し

た必要最小限の施業を実施するが、当面施業を見送ることも考慮する。 

(2) 本事業の位置づけ 

 本事業においては、上記ビジョンに基づき、機能区分ごとの森林ゾーニングを行い、生産林にお

いて搬出間伐等の必要な施業を行うことを計画している。 

 対象事業地には、間伐遅れ等により気象害の恐れが高い林分が多くあり、これらの林分における

施業方法（間伐率、選木方法等）について、引き続き○○県等の指導を受けながら現地で十分検

討・実行し、その結果は、事業終了後も検証していくこととする。 

 また、本事業の成果については、ビジョンに定める「目標とする森林」へ誘導する施業方法のモデ

ル林とすることで、森林所有者の森林への関心、理解を深めることとする。 

 

８．本事業実施による波及効果 

  ・ 本事業の成果として想定している事項について記入する（公益性・生産性の向上

等については、出来る限り定量的に）とともに、次のような波及効果についての

考え方を記入してください。 

  ・ 例えば、地域内の波及について、他に類似の森林が○ヶ所、○○haあり、本事業

の経験、実績展示等による情報発信等により、次年度以降に森林整備等を計画す

る予定であるなど、今後の具体的な数字を含めた波及効果について記入してくだ

さい。 

  ・ また、地域内の波及に加えて、インターネットによる情報発信等により広域、全

国への波及を考えていることなどについて記入してください。 

 

９．事業対象地とハード事業の内容 

  ・ 事業対象地の森林については、団地が複数ある場合には、団地ごとに所在地、面

積、森林所有者数を記入してください。 
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  ・ 事業実施箇所ごとの森林現況とハード事業の内容については、事業実施箇所を示

した図面（下記の添付資料）に記入した番号ごとに、区域面積、樹種･林齢（齢

級）、面積、ハード事業の内容を記入してください。また、必要に応じて、作業

内容、仕様が分かるように間伐方法（定性／列状、搬出／伐捨）や間伐率（本数

／材積）、搬出率等の数値などを加えてください（記載例 1参照）。 

 

10．ソフト事業の内容 

・ 本事業のうち、ソフト事業としての取組について、何のために、何を行うのかに

ついて具体的に記入してください（記載例 1参照）。 

 

・なお、1 年目がソフト事業のみで次年度以降にハード事業を計画する複数年度事業

申請も認めます（記載例 2 参照）。また、応募時に次年度以降のハード事業計画

が明確かつ具体的に策定できない場合は、ソフト事業のみの単年度申請も認めま

す。この場合においても、必ず次年度以降の森林整備等のハード事業計画（概算）

を策定し、ソフト事業の計画と同時に提出してください（記載例 3 参照）。「項

目 1～8」については、ソフト事業のみだけではなく、ハード事業とソフト事業の

内容を一体的に記してください。 

 

11．事業カレンダー 

・ ハード・ソフト事業として予定している事業項目ごと（項目が多すぎるときは、

適宜まとめて下さい。）に、月次の実施計画を事業カレンダーに図示してくださ

い（記載例 1、2参照）。 

 

12．事業費・助成金 

・ ハード･ソフト事業にかかる経費、助成金以外の収入および本件助成金額を算出

するに当たっては、表に記載されている単位ごとの単価を基に出来る限り詳細に

計算してください（記載例 1、2参照）。単価の算出根拠については、後日改めて

照会させていただくことがありますので、採用した算出根拠は明らかにしておい

てください。 

・ 算出根拠の単位が指定されていない項目に関しては、新たに単位を記入してくだ

さい。 

 

13．写真 

   ・ 事業対象地の写真のうち、事業の背景や必要性がわかるような代表的なもの 4 点

程度を枠内に収まるように添付してください。直下にその写真の説明を加えてく

ださい。 

 

14．事業計画図（縮尺 1／5,000又は 1／10,000、A4又は A3用紙 1枚） 

・ 具体的な面的計画を明らかにした図面 

本事業の対象区域、施業実施区域（搬出・伐捨間伐等）、路網計画（林業専用

道、森林作業道別等）を明示してください。 
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＜記載例１＞ 

2027年度（通常の申請） 
9．事業対象地とハード事業の内容 

（1）事業対象地の森林 

所   在   地 区域面積 実施面積 森林所有者数 

○県○郡○町○大字○○～△△番地、 

〃    □□番地 

150.00ha 

100.00ha 
 

計 250.00ha 

55.00ha 

35.00ha 
 

計 90.00ha 

80名 

20名 
 

計 100名 
(うち実施面積 60 名) 

 

（2）事業実施箇所ごとの森林現況とハード事業の内容 

番号 
区域 

面積 

樹種･林齢 

(齢級) 

実施面積

ha 
ハード事業の内容 

 

 

1 

 

 

150.00 

ヒノキ 5 齢級 30.00 伐捨間伐 30ha 

スギ 8 齢級 15.00 3 残 1 伐列状間伐 25ha  搬出総材積 1,500 ㎥ 

スギ 9 齢級 10.00 (蓄積 350m3/ha×材積間伐率 25％(支障木含む)×  

  搬出率 90％×歩留まり 75％≒搬出材積 60 ㎥/ha) 

実施面積計 55.00  

2 100.00 

ヒノキ 5 齢級 20.00 伐捨間伐 20ha 

ヒノキ 15.00 定性間伐 15ha      搬出総材積  900 ㎥ 

10～12 齢級 

 

 (蓄積 350m3/ha×材積間伐率 25％(支障木含む)×

  

   
   搬出率 90％×歩留まり 75％≒搬出材積 60 ㎥/ha) 

 実施面積計 35.00  

3 250.00 (全域)  作業道開設 6,000ｍ・補修 600ｍ(幅員 3.0ｍ) 

     

     

 

10．ソフト事業の内容 

所有者案内通知・座談会開催：不在村者を含むスギ･ヒノキ人工林所有者 100人を対象に、案

内の通知および座談会の開催を通じて、長期の施業委託契約を締結する。 

境界明確化等調査：施業計画の取りまとめを図るために、境界明確化等の調査を実施して施業

集約化の計画を策定する。 

現地講習会：施業集約化･ハード事業の達成を目的として、講師を招いた現地講習会を開催す

る。 

検証・分析：新旧作業システムの工程調査およびコスト等の比較検証・分析を行う。 

 

11．事業カレンダー 

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

所有者案内通知        

座談会開催                  作 業 道 開 設 ・ 補 修 

境界明確化等 

 

踏 査 ･ 作 業 道 設 計 

 

                                                          間 伐 ・ 搬 出 

伐捨間伐   

 

 

間伐研修 

現地 

講習会 
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＜記載例１＞ 

2027年度（通常の申請） 
12．事業費・助成金     

 費用･収入等 算出根拠 単位 

ハ 

ー 

ド 

事 

業 

経 

費 

選木費  960,000 2,400 ㎥×@400 円/㎥ 

伐出費  19,200,000 2,400 ㎥×@8,000(伐倒・集材・造材含む) 円/㎥ 

運搬費  4,800,000 2,400 ㎥×@2,000 円/㎥ 

作業道開設費  9,180,000 (開設)6,000m×@1,500 (補修)600m×@300 円/m 

伐捨間伐費  7,500,000 50ha×@150,000 円/ha 

機械リース費 2,000,000 ハーベスタ(0.45 ㎥) 4ヶ月×＠500,000 円/機 

    

    

小計① 43,640,000   

ソ 

フ 

ト 

事 

業 

経 

費 

境界調査費  4,200,000 105ha×@40,000 円/ha 

森林調査費 1,050,000 105ha×@10,000 円/ha 

座談会関係費  200,000 (座談会)2回×@70,000  円/回 

  (案内通知等)＠60,000 円/一式 

講習会開催費  200,000 (講師旅費・謝金等)2 回×＠100,000 円/回 

検証・分析費 1,000,000 50 人日×@20,000 各工程データ収集・分析等費 円/人日 

看板作製設置費 200,000 2 基×＠100,000 円/基 

    

小計② 6,850,000   

事 業 費 合 計 ③     

(①＋②) 
50,490,000   

助
成
金
以
外
の
収
入 

原木販売収入  16,200,000 

ス ギ B 材 1,500 ㎥×@6,000＝9,000,000 

ヒノキ B 材  900 ㎥×@8,000＝7,200,000 
 

※市場手数料、はい積料を除いた手取り単価 

 樹種、A・B・C・D 別に記載 

円/㎥ 

その他の収入      

補助金  10,910,000 

①搬出間伐    25ha×＠170,000＝4,250,000 

②伐捨間伐    30ha×＠102,000＝3,060,000 

④作業道  6,000ｍ×＠    600＝3,600,000 

円/ha 

円/ha 

円/ｍ 

森林環境譲与税等      

収入小計④ 27,110,000   

本 件 助 成 金 額     

(③－④) 
23,380,000 

 
 

自
己
資
金 

間伐研修 300,000 3 名×管外研修費用(参加費・旅費)＠100,000 円/人 

    

合計 300,000   

※ 本事業の実施に必要で、助成対象外となる経費･物品等があれば自己資金欄に記入してください。 
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＜記載例２＞ 

2027～2028年度（ソフト事業のみの申請） 
9．ソフト事業の事業対象地と内容（2027年度実施） 

（1）事業対象地の森林 

所   在   地 区域面積 実施面積 森林所有者数 

○県○郡○町○大字○○～△△番地、 

〃    □□番地 

150.00ha 

100.00ha 
 

計 250.00ha 

55.00ha 

35.00ha 
 

計 90.00ha 

80名 

20名 
 

計 100名 
(うち実施面積 60 名) 

 

（2）ソフト事業の内容 

所有者案内通知・座談会開催：不在村者を含むスギ･ヒノキ人工林所有者 120人を対象に、案

内の通知および座談会の開催を通じて、長期の施業委託契約を締結する。 

境界明確化等調査：施業計画の取りまとめを図るために、境界明確化等の調査を実施して施業

集約化の計画を策定する。 

現地講習会：施業集約化･ハード事業の達成を目的として、講師を招いた現地講習会を開催す

る。 

 

 

10．事業カレンダー 

 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

2027 

年 

度 

所有者案内通知 

座談会開催  境界明確化等 

  

 

 

 

11．ハード事業の内容と事業実施箇所ごとの森林現況（2027年度実施） 

番号 
区域面積

ha 

樹種･林齢 

(齢級) 

実施面積

ha 
ハード事業の内容 

 

 

1 

 

 

150.00 

ヒノキ 5 齢級 30.00 伐捨間伐 30ha 

スギ 8 齢級 15.00 3 残 1 伐列状間伐 25ha  搬出総材積 1,500 ㎥ 

スギ 9 齢級 10.00 (蓄積 350m3/ha×材積間伐率 25％(支障木含む)×  

  搬出率 90％×歩留まり 75％≒搬出材積 60 ㎥/ha) 

実施面積計 55.00  

2 100.00 

ヒノキ 5 齢級 20.00 伐捨間伐 20ha 

ヒノキ 10～12

 

15.00 定性間伐 15ha      搬出総材積  900 ㎥ 

 

 

 (蓄積 350m3/ha×材積間伐率 25％(支障木含む)×

  

   
   搬出率 90％×歩留まり 75％≒搬出材積 60 ㎥/ha) 

 実施面積計 35.00  

3 250.00 (全域)  作業道開設 6,000ｍ・補修 600ｍ(幅員 3.0ｍ以下) 

 

現地 講習会 
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＜記載例２＞ 

2027～2028年度（ソフト事業のみの申請） 
12．事業費・助成金 

(1) ソフト事業経費（2027年度実施、助成対象） 

ソ
フ
ト
事
業
経
費 

境界調査費  5,000,000 125ha×＠40,000 円/ha 

森林調査費 1,250,000 125ha×＠10,000 円/ha 

座談会関係費  200,000 (座談会)2 回×＠70,000  円/回 

  (案内通知等)  ＠60,000 円/一式 

講習会開催費  200,000 (講師旅費・謝金等)2回×＠100,000 円/回 

    

    

    

小計① 6,650,000   

助
成
金
以
外
の
収
入 

補助金  375,000 
施業実施区域の明確化作業（９齢級以下の人

工林）75ha×＠5,000 
円/ha 

その他の収入 0   

収入小計② 375,000   

本件助成金額 

（①－②) 
6,275,000   

自
己
資
金 

間伐研修 300,000 3 名×研修費用(参加費・旅費)＠100,000 円/人 

    

    

合計 300,000   

 

(2) ハード事業経費（2028年度実施、自己資金） 

 費用･収入等 算出根拠 単位 

ハ
ー
ド
事
業
経
費 

選木費  960,000 2,400 ㎥×＠400 円/㎥ 

伐出費  19,200,000 2,400 ㎥×＠8,000(伐倒・集材・造材含む) 円/㎥ 

運搬費  4,800,000 2,400 ㎥×＠2,000 円/㎥ 

作業道開設費  9,180,000 (開設)6,000m×＠1,500 (補修)600m×＠300 円/m 

伐捨間伐費  7,500,000 50ha×＠150,000 円/ha 

機械リース費 2,000,000 ハーベスタ(0.45 ㎥) 4ヶ月×＠500,000 円/機 

    

※ 本事業の実施に必要で、助成対象外となる経費･物品等があれば自己資金欄に記入してください。 

 

 

 

 

 費用･収入等 算出根拠 単位 
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14．事業計画図（作成例） 

 
 
※ 本事業の対象区域、事業実施区域（搬出・伐捨間伐）、路網計画（林業専用道、森林作業道等

別）を明示してください。縮尺 1/5,000または 1/10,000、A4または A3用紙 1枚。 

 

 


